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セミナーは、授業公開と講演及び懇談で構成しました。 

講師に群馬医療福祉大学教授の江原京子氏を迎え、「子どもが生き生きと学ぶ授業をめざ

して～学びの過程を語り合う授業づくり～」のテーマでご講演いただきました。今回は、

２つの事例提供から、小学部の「かけ算九九のつまずきへの対応」と中学部の「学習内容

の習熟の程度が異なる学級集団での対応」について、手立てや留意点を具体的に説明して

いただき、授業づくりのポイントを参加者と共に確認しました。 

教材紹介コーナー 

授業公開の様子 

講演後の懇談の様子 

江原先生の子どもの見方のお話

が、とても参考になりました。 

固定観念で見ないようにしたいと思

います。 

授業の進め方や教材の工夫、個別の

対応などが参考になりました。 

多くの先生方の教材、子どもへのアプ

ローチを見せていただき、教材を使いこ

なすために大切なことを教えていただき

ました。 

講演後に、話し合いができ、教材や手立て

の工夫等の情報交換ができて良かったです。 

江原先生の講演の様子 

 


